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はじめに                                              
 

 

差別や争いは、自分が一番正しいと考えて他者を理解しようとしなかったり、自分の利益

を最優先したりすることで起きます。 

このゲームでは、同じ島に住みながら異なる社会環境や価値観を持つ６つの国の代表が、

島に次々と起こる問題（ハプニング）を協力して解決することで、国と国をへだてていた巨大

な壁がくずれ、より良い国作りのために共に歩んでいくというものです。そして、ゲームを通

して、異なる環境や考えの人達と協力することの大切さが学べるようになっています。 

 

ほおづき島について                                           
 

 

6カ国があるのは、太平洋に浮かぶまだ未発見のミステリー島です。この島は、六角形をし

ていることから「ほおづき島」と呼ばれています。北海道くらいの大きさの島で、昔は漂着し

てきた人たちが仲良く住んでいましたが、人口が増えるにしたがい、それぞれの異なる文化

を持った人が集まって国を作るようになりました。それが今の6か国です。かし、時がたつう

ちに、それぞれの異なる価値観から争いが起こるようになったことから、領土を等分して、国

境線に高い壁を作って互いに交流できないようにしました。その後、一部の人が行き交うだ

けで、6カ国は鎖国に近い状態となってしまいました。ただ、この数年、互いに協力しなけれ

ば対応できない数々の問題が起きていることから、各国の首長たちは会議を開いて、それら

の問題に対応することになりました。このゲームは、皆さんが各国の首長として、その会議に

参加し、今後の島の未来を考え、問題の解決方法を話し合うものです。 

 

ゲームのルール・勝敗                                      
 

プレイ⼈数： 7人 （6カ国の首長と「ほおづき島」の中央銀行の頭取1人）  

プレイ方法： 6カ国の首長は、自分の国カードに書いてある情報をもとに、どんな国かを想

像します。カードにある情報以外は、自分で自由に考えることができ、また、これからどんな

国にしていくかも首長になった人が決めることができます。 

 
＜ゲームの進め方＞ 
1.プレイボードに壁を立て、6ヵ国の領地を準備します。 

2. 首長役は国カードを引き、自分が治める国がどんなところかを理解し、書いていない情

報については、自分で考えて決めます。 

３．次に、国カードに書いてある資産（財産＆労働）と協力旗8個を銀行から受け取ります。 

4.ハプニングカードをまぜ山にして置きます。 
５．準備ができたら、ジャンケンでハプニングカードを引く順番を決めます。 

６．一番の人が最初にハプニングカードを引きます。 

７．ハプニングカードを引いた国の首長は、カードの問題と裏面になるヒントを読み、どのよ

うな対策ができるか考えたうえで、他国の首長に助けて欲しいことについて相談します。 

８．相談を受けた他の5カ国の首長は、ハプニングカードに書いてある問題の解決策を自分

の国の特性を生かして提案します。 



９．カードを引いた首長は、自分が考えている解決策に一番良い提案をしてくれた国を選び、

解決に必要な財産と労働を支払い、協力旗を渡します。この際、解決料として支払う財産や

労働が足らない場合は、銀行から借りいれます。 

１０．提案が採用された国の首長は、もらった協力旗を自分の国の領土に立てます。 

１１．上記を繰り返し、3周するまでに6カ国に最低2つずつ協力旗が並んだら、島の壁が壊れ

て目標達成でゲーム終了です。国と国の親交が深まり、さらに良い国となるでしょう。この時、

資産である財産と労働カードを一番たくさん持っている国の首長が、統一されたほおづき

島のリーダーとして、これから島を治めていくことになります。 

しかし、3周以内に6カ国に最低２つの協力旗が立たず壁が全て倒れなければ、国と国の

理解が深まらず、島で戦争が起き、全員が敗者となります。 

１２．ゲームが終わったら、参加者全員で、どのような学びがあったか振り返ります。ほおづ

き島が対処しなければならなくなった問題は何故起こっているのか、国や人が互いに助け合

うには、何か必要なのかなどについて意見交換しましょう。 

 

 

内容物について 
 
 「ほおづき島」を表すプレイボードと壁 

- 6カ国がある島を表すプレイボード用の紙と6ヵ国をへだてる壁作成用の紙が各1枚 

 国カード（6種類） 

-各国の特性や持っている財産（オキ）と労働（パワー）力が書いたもの 

 財産カード・借金カード（A4サイズ用の用紙 １００,50各2枚、10,5 各3枚） 

-単位は「オキ」で、ハプニングカードの問題解決や他国への協力に使う 

 労働カード・労働借入カード（A4サイズ用の用紙 １００,50各2枚、10,5 各3枚） 

-単位は「パワー」で、ハプニングカードの問題解決や他国への協力に使う 

 ハプニングカード（両面印刷用のA4サイズの用紙4枚-カード数は合計36枚） 

-国に起る様々な問題（ハプニング）や、それを解決するために必要な財産（オキ）と労働

（パワー）力数が書いてあり、裏面には問題の要因や対処法のヒントがある。 
 協力旗(きょうりょくき) （A4サイズの用紙2枚） 

-ハプニングカードの問題解決に、自分の案が採用されて問題解決に貢献するともらえ

る。 
 

借金・借入カードについて 
 

 借金・借入カードは、協力国に払うお金や労働力が手元にない場合、銀行から一時的に財

産・労働カードを借りた時にもらう負債カードです。 

 財産が３０オキ足りない場合は、銀行から30オキの財産を借りて協力国に支払う代わりに、

あなたは30オキの借金を抱えることになります。 

あなたが、他国に協力して財産・労働カードを得て、借金や借入分を返済できるようにな

ったら、銀行に借り入れた財産・労働カードと一緒に、同じオキ・パワーの数の財産・労働カー

ドを銀行に返済して借入をなくしましょう。 

 ゲーム終了時、国の資産（財産・労働カードの枚数）を競う際に、借入カードを多く持ってい

るほど不利になってしまうので、注意してください。 


